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 五i)中間方向の磁化曲線
 i)及びii)の場合と同様であるが1実際の数値計算は,非常に複雑となる。実測さ
 れた結果は、i)及びiDによって予想されたものと一致した。
 第5章総括
 (1)空格子の配列及ぴイオンの配列に,ほとんど温度変化がない。
 (2)(7軸方向の磁化曲線は,i軸性異方性をもつ普通の強磁性物質及びフェリ磁偉物質の困難軸
 方向の磁化曲線と著しく異なる。即ち凡758では,零磁場附近で,磁化が急に増し,更に外
 部磁場を増すと,磁化は、飽和の近く迄ほ9直線的に増加することがわかった。
 (31傾斜角θoの温度変化は・温度の増加と共に単調に増大する。
 (4)低温(1.2。K,4.2。K,及び77。κ、における容易軸方向の磁化は,強い磁場依存性を示
 した。
 (5}0軸方向の磁化曲線は,5解擁フ硯疏一丁加1πP3肌法では・整理出来ないことがわかった。
 (6)Fε758の磁化曲線は・!配αo雇の理論で再現出来た。
附記
 ∫本論文は,すでに公表された下記の論文から成立っている。
 (1)κ.5α`o(暫.rα配α4αα煽丁.17乞Toη¢)
 〃甲8`・・ry伽∠伽εオ㍑3・伽py・∫pyTτん・出6ノ・Pんy3、5・・.ノαP侃19(1964、
1592
 12)κ.Sα`o(T.」『包丁0π¢απ己班.yα辺α4α)
 躍α9π6オ0・ry3ピα號π召イπ乞3・乙丁・py4αpyrrん0醗召・Ty詑α∠(1787S8)
 ∫漉mα如πα∠0・げeτc解召・∫ぬ卯ぬ躍(ノV・戯π9んαη1964)505
 `3)κ.5α己。
 μα卯脇Z殉PT・・螂・∫pyrTん・孟漉Or舛α∠乞π17りん擢α9πぬ・F乞8∠己
 ∫・吻3、S・・」卿π21(1966)733
 豆参考論文は,次の様なものである。
 (1)κ.5α60(T.17ετoπε.E.解脱απα加.S.艀α2dlαα磁κ.ノイ4ασ雇)
 〃α卿`三・Pτ・PεT`乞ε3・∫オ払3"π認鈎s・
 1・吻3、5・・、」卿π17SB-1〔1961)160
 〔2)κ.5α`o(γ.Tα〃αγα)
 0π伽丑fα9し顔・Z庸・εr・py・∫S殉面0γμα∠・∫痂5023
 ∫.吻3.S・・.」α脚18〔1963、773
 ⑥κ,5伽(∬.IVα伽α加α属X/Vα吻側α)
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(4)
 〔5〕
 0見飽醗罐・見任∬rα8伽?L5オ吻・∫α2ガ・9・
 ∫.吻3.5・・,」α卿20(1965)2244
κ,5α60
 0π吻ぬ卿6乞・Pr・P刎乞63・∫一触臨・」解η・1、オ解,P妙3
κ.5`z60(y.Tαωαrα)
 T81几Pετα五勧τεZ)2P8磁8πo¢o∫〃α∬了し6∠ooη'86〔zイイ呂π6・4π呂30乙τOPツ。∫
 ノ辺勿飢∫・・.九解翫ω龍P鳥脇3ん嘱
5(1966)851
 躍π50¢3
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 論文審査結果の要旨
 本論文の著者は.まず磁硫鉄鉱Fε758の天然単結晶を用い,その特異な磁気異方性の挙動を明
 らかにする目的で、ヘリウム温度より室温までの温度領域で80κ0・までの強磁場に壽ける磁気曲
 線を測定し,その解析によりこの結晶の磁気異方性諸定数を定めた。ついで結晶内の鉄空格子点の
 存在を考察にいれた安達・の磁気異方性の理論にもとづき,本実験結果を解析した。その大要は次の
 通りである。
 本論文は,第1童序論,第2童測定,第3章測定結果、第4章測定結果の考察および第5童の総
 括から成り立っている。第1章で上記の研究目的を明かにした後,著者は第2章に拾いて著者の開
 発した,強磁湯中での磁気測定方式について詳述しでいる。第3童においτは,主として磁化曲線
 について述べられている。即ち,磁化曲線は,磁化困難軸(・軸),磁化容易軸(α軸)方向及び
 その中間方向で測定された。どの温度をとわず困難軸方向の磁化曲線は,極低磁場で不連続的な増
 加を示し,更に,高磁場側の磁化曲線を零磁場に外挿したものは,原点を通らず,ある有限の残留
 磁化を示す。この残留磁化から・軸からの容易軸の傾斜角θoは,4.才Kで7ずと求められた。更にθf下は温
 度が高くなるにつれて増大し,約10の(でほぼ9σ販近づく。又σ面内(α軸)の磁化曲線は,高温にお
 けるものは,よい飽和曲線を示すが,低温のものは,磁場と共に単調に増大する磁場依存性を示し
 た。磁化曲線の面積から求めた磁化餓研gyは,次の様である。
 3.9×1066rg/・e(42【知,2.9×1068τ9/・・(77。κ)
 2.7×106召Tg/・・(200。κ〕,2、6×⊥066Tg/・・(293宝)
 なむ著者は,約100KOどの強磁場を使い,α軸及び・軸方向の磁化曲線から,"s〔0)が,77
 2.配.κ/・・で,その温度変化は,温度の3/2乗に比例して減少することを示した。第4章は,
 主として測定結果の考察がのべられている。即ち着荷はまず実験結果の解析から磁気異万性エネル
 ギーとして,従来の関係式
 E一塩・・淘+K4・・調
 (θ:o軸と磁化の間の角、は,適用できないことを示した。
 次に安達理論にもとづけば結晶内の一部の二価鉄イオンの軌道角運動量は,結晶電場の影響にか
 かわらず完全には消滅しない。この残留角運動量と電子スピン角運動の結合による項を加えること
 によって作られる新しい磁気異方性表式により,現象を説明できることを示した。
 これを要するにこの論文の成果は,フェリ磁性体の結晶磁気異方性に興味ある新知見を加えたも
 のと認めた。よって佐藤清雄の提出した学位論文は,理学博士の学位論文として合格と認めた。
518
